



Why the National Christian Council of Japan is to be a 
Carrier of Church Union Movement?




















盟年会（The Twenty-fourth Annual Meeting of 

















































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0
「調査と斡旋
0 0 0 0 0
」と言った機運の促
0 0 0 0 0 0 0 0
進は可能である






























































































































月 1 日及び，‘Third Annual Meeting of the Nation-
al Christian Council of Japan’ in The Japan Evange-









































































11）M. Kozaki, “Impression of the Third Annual 
Meeting of the National Christian Council of Japan” 
in The Japan Evangelist (Vol. XXXIII, November 
1925), p. 344. ここで小崎弘道はまた，連盟は教
会合同運動を起こす場では無いという立場に対
して不満を表明している。
12）L. C. M. Smythe, “Impression of the Third Annual 
Meeting of the National Christian Council of Japan” 
in The Japan Evangelist (Vol. XXXIII, November 


























































































































































































































































によって著された，Missionaries of The United 
Church of Canada in Japan, Fruits of Christian Mis-
sions in Japan (Toronto: The United Church Publish-
ing House, 1930) にも，1925年夏の年会自体につ
いては何も触れられていない。
35）『私見』，13頁。
36）カナダにおいては，聖公会がいち早く教会合
同を呼びかけ，合同機運を高める貢献をした教
会であったが，ランベス会議（1888年）から歴
史的伝承による主教制を勧告されそこに留まっ
たため，結局，カナダ合同教会に加わることは
なかった（内田政秀，前掲論文，138-139頁）。
教会合同の発端は聖公会であったが，途中から
退き，合同に加わらなかったという点ではカナ
ダと日本（1941〔昭和16〕年に成立した際の日
本基督教団に日本聖公会は含まれていない）で
類似していると言えよう。なお，後の1943〔昭
和18〕年に日本聖公会の一部教会が教団への合
同に参加することになるが，この時の姿が，果
たしてウォルトンが思い描いていた合同教会の
ビジョンとどれほど似通い得たであろうか。
